
ロクハの自然をどうぞ5月号若葉のころ First of May 立夏 こいのぼり 麦 5月の蠅

日差しがいっきに強くなり日傘ほしくなります。木々の若葉が出そろい、濃くなった木陰は木陰はひんやりとしています

意図せずサクランボがなる公園になったロクハ公園。鳥たちは大歓迎。鳥になっておすそ分けをいただくイベント

この楽しみをうばう人がいるのは残念

スズメ

ヒヨドリ メジロ

ムクドリレンジャク

キマダラヒカゲ

袋で持ち去れる

サクランボ

ロクハI

ショウブ ハナショウブ

５月といえばコイノボリ。ショウブもこの時期の大事な

植物。薬効として重宝がられ葉っぱを湯船に浮かべる事

尚武・勝負ともつながります。ハナショウブはショウブ

に似た葉っぱで花をつけるという意味合い。開花は６月

初旬になります

端午の節句・コイノボリ

サクランボに集まった鳥たち

ロクハI
公園利用の呼びかけ看板のヒストグラム。公園利用の人だけでなく、すべての動植物を守るための大切なことです。



ロクハI

藤棚はありませんが、園内の高木に上り着きそ

こで咲き誇る様子を見るのが楽しみです

トサミズキ

ユキヤナギ

街路樹や公園の木として植えられますが、高木になることが嫌われ

剪定されることが多く花芽が付かないことが多いです。ロクハ公園

では花に堪能できます
エゴノキ

ユリノキ

ドウダンツツジ

ツツジの垣根

ツリガネカズラ

カルミア コデマリ

シモツケ園路沿いに、広場にたくさんの低木の生け垣や植え付けがあります。次から次へと花をつけていきます。さがしてみましょう

ノダフジ

ヤマボウシ

アメリカヤマボウシ（ハナミズキ）

真ん中のこれが真の花、アジサイと似ています
公園の鳥は恋の季節と子育て。巣作りや子育ての現場に出会ったら注視せず暖かく見守りましょう。

エナガコゲラメジロ

スズメ

エサをねだるヒナ

幼鳥

赤い眼黄色いくちばしメジロやエナガは巣の材料を集め巣をつくります。コゲラは古木に穴をあけ巣にします

すごい数の花がぶら下がって咲くのは圧巻



コモチマンネングサ

ハハコグサ

アメリカフウロソウ

マツヨイグサユウゲショウ

ヒメジョオン（姫女苑）ハルジオン（春紫苑）ブタナ

ニワゼキショウ
キキョウソウヒナギキョウツボミオオバコオオバコ

ヒメコバンソウコバンソウ

タツナミソウツメクサ

マメグンバイナズナアカツメクサトキワツユクサ

ふだん気にかけない道ばたの野草。けっこういろんな種類の花が咲いています。



ロクハ公園HP

http://www.park-698.net//

facebook「ロクハ見守り」

www.facebook.com/rokuhafamily 
風薫る季節一番すごしやすい季節だと思います。一挙に夏にならないように願っています

トンボが飛び始める
春一番にうごきはじめたむしたちと新たに卵や蛹からかえった虫たちが加わり虫の数がぐっと増えます。この虫に合わせて植物や動物も動きが変わります。

昆虫を利用した受粉のための花の工夫や食料として捕らえ子育てに使うなどがあげられます。すべてがつながって動いています。
ハラビロトンボコオニヤンマ

複眼がはなれているかひついているか
トンボを見分けるポイント

胸部前面模様

胸
部
側
面
模
様

腹部模様・節の様子

翅・模様形色

記録に残せても一部分だと判断しにくい。とまっている個体を四方から眺めるのが一番

オグマサナエ

シオヤトンボシオカラトンボよく見るとずいぶん違う。目の色、腹部のくびれ・黒い部分ハラビロトンボ成熟すると粉を吹くなどの変化ハラビロトンボでの大きな違いアオモンイトトンボ
アジアイトトンボ

ホソミオツネントンボ

アオスジアゲハナガサキアゲハクロアゲハモンキアゲハ

春一番がシロチョウの仲間が出て来るころなら、初夏を迎える５月には黒いアゲハの姿が見え始めます。

コナラシギゾウムシ

コナラシギゾ

ウムシ

幼虫

アケビコノハガカマキリ

キアゲハキリギリス

ウスチャコガネノコギリクワガタ子どもたちが大好きな昆虫

いち早く登場

アゲハの異端児・飛びかた・幼虫の食草


